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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気的な光源と、
　前記光源を点灯させる光源駆動部と、
　前記光源駆動部を制御する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記光源が点灯されていて且つ前記光源の光を媒体とした光信号が送信
されていない状態の継続時間が所定の待機時間に達する度に、５０％以下の確率で前記光
信号が送信されるように前記光源駆動部を制御するものであって、
　前記待機時間は、前記光信号の送信にかかる時間より長くされていることを特徴とする
照明器具。
【請求項２】
　前記制御部は、前記光源が点灯され且つ前記光信号が送信されていない期間中には、前
記光源の光束を、前記光信号が送信されている期間中の前記光源の光束の平均値に一致さ
せるように、前記光源駆動部を制御することを特徴とする請求項１記載の照明器具。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載の照明器具と、前記光信号を受信する受信機とを備えること
を特徴とする可視光通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、照明器具及び該照明器具を用いた可視光通信システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、照明器具として、可視光を媒体とする光信号を送信する機能を有するものが
提供されている。すなわち、照明用の光源が、光信号の送信に兼用される。光信号により
送信される情報は、照明器具毎に異なる情報（例えば、送信元の照明器具の位置情報）と
されることが多い。
【０００３】
　また、この種の照明器具において、光信号が送信されるタイミングがランダムとされた
ものがある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２０３６６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、図２のように、それぞれ異なる光信号を送信する複数個の照明器具１が互いに
近接配置されている場合であって、上記の光信号を受信する受信機２が複数個の照明器具
１から光信号を受信可能な位置にある場合、光信号の衝突が発生してしまう可能性がある
。
【０００６】
　上記のように光信号が送信されるタイミングをランダムとした場合において、光信号が
送信されない時間（インターバル）が短すぎると、上記のような光信号の衝突が発生する
可能性が高くなる。
【０００７】
　本発明は、上記事由に鑑みて為されたものであり、その目的は、光信号の衝突が抑えら
れる照明器具及び該照明器具を用いた可視光通信システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様に係る照明器具は、電気的な光源と、前記光源を点灯させる光源駆動部
と、前記光源駆動部を制御する制御部とを備え、前記制御部は、前記光源が点灯されてい
て且つ前記光源の光を媒体とした光信号が送信されていない状態の継続時間が所定の待機
時間に達する度に、５０％以下の確率で前記光信号が送信されるように前記光源駆動部を
制御するものであって、前記待機時間は、前記光信号の送信にかかる時間より長くされて
いることを特徴とする。
　本発明の一態様に係る照明器具は、電気的な光源と、前記光源を点灯させる光源駆動部
と、前記光源駆動部を制御する制御部とを備え、前記制御部は、前記光源が点灯されてい
る期間中、所定の待機時間おきに、５０％以下の確率で前記光源の光を媒体とした光信号
が送信されるように前記光源駆動部を制御するものであって、前記待機時間は、前記光信
号の送信にかかる時間より長くされていることを特徴とする。
【０００９】
　上記の照明器具において、前記制御部は、前記光源が点灯され且つ前記光信号が送信さ
れていない期間中には、前記光源の光束を、前記光信号が送信されている期間中の前記光
源の光束の平均値に一致させるように、前記光源駆動部を制御することが望ましい。
【００１０】
　本発明の可視光通信システムは、上記いずれかの照明器具と、前記光信号を受信する受
信機とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
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　本発明によれば、待機時間が光信号の送信にかかる時間以下とされる場合や、光信号が
送信される確率が５０％より高くされる場合に比べ、光信号の衝突が抑えられる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態を示すブロック図である。
【図２】照明器具を用いた可視光通信システムを示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１４】
　本実施形態の照明器具１は、図１に示すように、電気的な光源１０と、光源１０を点灯
させる光源駆動部１１と、光源駆動部１１を制御する制御部１２とを備える。
【００１５】
　例えば、光源１０として発光ダイオードのような直流光源が用いられる場合、光源駆動
部１１としては外部から入力された交流電力を変換した直流電力により光源１０を点灯さ
せる周知の直流電源回路を用いることができる。
【００１６】
　また、照明器具１は、光信号により送信すべき情報が記憶された記憶部１３と、光源１
０が点灯されていて且つ光信号が送信されていない状態の継続時間が所定の待機時間に達
する度に制御部１２に所定の電気信号（以下、「通知信号」と呼ぶ。）を入力する計時部
１４と、制御部１２からの要求に応じて乱数を発生させる乱数発生部１５とを備える。記
憶部１３は例えば周知の不揮発性メモリを用いて実現することができ、制御部１２や計時
部１４や乱数発生部１５は周知の電子回路を用いて実現することができる。例えば、計時
部１４は、発振器を用いたものであってもよいし、外部から入力される交流電圧のゼロク
ロス点を検出するものであってもよい。計時部１４として、外部から入力される交流電圧
のゼロクロス点が所定の整数ｎ回検出される度に通知信号を制御部１２に入力するものを
用いた場合、待機時間は上記交流電圧の周波数のｎ／２倍となる。
【００１７】
　制御部１２は、計時部１４から通知信号が入力されると、乱数発生部１５から乱数を得
て、得られた乱数が所定の送信閾値未満であった場合にのみ、記憶部１３に記憶された情
報を含む光信号を送信するように光源駆動部１１を制御する。光信号によって送信される
上記の情報は例えば位置情報である。
【００１８】
　さらに、記憶部１３における情報を変更可能とするために、入力部（図示せず）を設け
、制御部１２が入力部への入力に応じて記憶部１３の情報を書き換えるようにしてもよい
。入力部は、キーボードやタッチパネル等の入力装置により操作入力を受け付けるもので
あってもよいし、赤外光や電波などを媒体とする無線信号を受信するものであってもよい
し、有線で送受信される電気信号を受信するものであってもよい。いずれの場合にも、入
力部は周知技術で実現可能であるので図示並びに詳細な説明は省略する。
【００１９】
　ここで、光信号が送信される確率は５０％以下とされる。具体的には例えば、乱数発生
部１５が０～１の範囲内の乱数を均等に発生させる場合、上記の送信閾値は０．５以下と
される。これにより、光信号の送信の間隔の期待値は、待機時間の２倍以上となる。
【００２０】
　また、待機時間は、光信号の送信にかかる時間（以下、「送信時間」と呼ぶ。）より長
くされる。つまり、光信号の送信の間隔の期待値は、送信時間の２倍よりも長くなる。
【００２１】
　上記構成によれば、待機時間が送信時間以下とされる場合や、光信号が送信される確率
が５０％より高くされる場合に比べ、照明器具１間での光信号の衝突が抑えられる。
【００２２】
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　なお、制御部１２が、光源１０が点灯され且つ光信号が送信されていない期間（以下、
「待機期間」と呼ぶ。）中に、光源１０の光束を、光信号が送信されている期間（以下、
「送信期間」と呼ぶ。）中の光源１０の光束の平均値に一致させるように、光源駆動部１
１を制御してもよい。この構成を採用すれば、光信号の送信が繰り返されることによる光
源１０のちらつきが抑えられる。光源１０の光束の調整は、例えば、光源駆動部１１から
光源１０への入力電流の電流値の調整により達成される。
【００２３】
　上記の照明器具１は、図２に示すように、光信号を受信する受信機２とともに、可視光
通信システムを構成する。受信機２は、例えば、フォトダイオードのような受光素子によ
り光信号を受信する受信部２１と、受信部に受信された光信号に応じた表示を液晶パネル
等の適宜の表示手段により行う表示部２２とを備えるものである。上記のような受信機２
は周知技術により実現可能であるので、詳細な図示並びに説明は省略する。
【符号の説明】
【００２４】
　１　照明器具
　２　受信機
　１０　光源
　１１　光源駆動部
　１２　制御部

【図１】

【図２】
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